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岩手県八幡平地すべりの移動特性

井良沢道也*角田 自告史**

The moving characteristic of the Hachimantai landslide in Iwate Prefecture 

Michiya IRASA W A' and Koushi KAKUT A .. 

I .はじめに

一般に，春先に大量に供給される磁気'水は，すべり間の間際水肢を上昇させ，地すべり発生

の誘悶となりうる。 に起i還した地すべりの例として， 1997年5月11日に，秋田県鹿角市八

幡三子学熊沢国有林内で発生した， ?登山地すべりが挙げられる。この地すべりは，斜面長650m，

幅150~350m，すべり部深度50~70m，滑動面積約17ha，地すべり土塊量約600万m3 の大規模

なものであった (1)0 ?輩出地すべりの末端部崩壊を起悶とする土石流も発生し， 2 i.鼠泉 (16

棟)が流出した (2)。

本研究で対象とした八幡王子地すべりでは，土砂移動が発生するのは融雪期に限られ，夏季の

に対しては，ほとんど移動しない。一方，新潟県の地すべり対策工が施工されていない第

三紀層地すべりでは，融雪初期に移動を開始するタイプや積雪初期から移動を開始するタイプ

も多くある (3んまた，北海道中央部に位置する稲阜地区では，地すべりの一種である，移

動体が塑性変形しながら流動するアースフローが，強度の高い降雨時のみ発生し，その他の時

期には発生しないことが報告されている何人以上から，対象とする地すべりの地質，対策

工の有無，および気象条件などを考慮し，地すべりごとの移動特性を把握することが，効果的

な地すべり対策および地すべり災害防止のために重要である。

現行の地すべりに対する避難基準は，地表や地中伸縮計変動量(以下，移動量と世話己)をも

とに設定されていることが多い。崩壊と比較して地すべりの移動速度は， 0ω.βO旧1-トト-へ~匂、、、‘、、、巴、、巴、‘

ものが多く，一般に移動速度は小さい (5)ものの，事前に土砂移動の発生を予測することが
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できれば，より安全な警戒避難体制の構築が可能になる。

そこで，融雲水量の予測から地下水世上昇の予測を行い，さらに，土砂移動の予測につなげ

ていく必要がある。そこで、本研究では，八幡平地すべりで観測された地下水位，パイプひず

み計変動量，および移動量のデータを用いて，当地すべりの移動特性について検討し.r移動
と地下水位の関係Jおよび「地下水位と融繋水量の関係jを解析した (6)。

11.解析対象地およびデータ概要

1.調査地概要

本研究では，奥羽山系の東部であり，岩手県と秋田持の県境に投置している八幡王子山系の東

麓に泣置している八幡平地すべりを対象とした。本地すべりは岩手県盛問広域振興局土木部が

調査及び対策工事を実施している。図uこ，対象地における，気象要素観測の拠点である日5
地点，土砂移動特性の解析を行ったJブロックとNブロックの位置関係を示す。

図-1 調査流域住震関
(国土地理院 1125000地形関「茶臼岳Jおよび「松川温泉jを元に作成)
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調査地の地質は，主に凝灰岩からなる，新第三紀の関東ノ沢層と第由紀の掬森牧場溶結凝灰

岩を基盤とし，茶臼岳一前森山火山岩類と地すべり堆積物が護っている。茶臼岳一前森山火山

岩類の!謹序は，下部より赤JII溶岩，丸森凝灰岩・恵比須森・屋棟岳溶岩，大長根溶岩，茶臼岳

溶岩，間森山港岩，前森山前期H露出物，および前森山後期噴出物である (6)。

当地すべり地は，第四紀の比較的新しい火山地帯で，周辺には，前森山(標高1305m).西

森山(標高1328m).窟棟岳(標高1397m).大黒森(探高1446m).恵比須森(標高1496m). 

および茶臼岳(標高1578m)がある。また，赤)11右岸側には，溶岩台地状地形を示す大長根と

呼ばれる緩傾斜地がある。

2.地すべりブロック概要

八幡平地すべりの移動特性を把握するために，赤)11流域内の赤JII国有林内の18松尾鉱山の西

側にある地すべり地を対象として解析を狩った。当地すべり地は，屋棟岳，恵比須森，茶臼岳を

結ぶ尾根筋を冠頭部とし，東八幡平の柏台地区に歪り，その規模は，幅2.5~4.0km. 長さ 8.0km

である (6)。上部地誌と下部地尽に大別できる。上部地区は. j既成と判断されているため，本

研究では，現在も土砂移動が発生している下部地涯のJブロックおよびNブロックを対象とした。

3.地すべり関連データの解析項目

岩手県盛岡広域振興局 (6)によって，パイプひずみ計変動量，地下水位，および地中伸縮

計変動量(以下，移動量と略記)の観測が行われた。表1に，解析で使用した地すべり関連デー

タの概要を，また，表2に，観測機器およびデータロガーを示す。

4.観測項目および観測機器

岩手大学では.H5地点において. 1998年12月から現在に至るまで，気象要素の定常観測を

表1 解析に使用した地すべり関連データ

フ令ロック 観測孔 続測項目 データ期間

J BVlO-1 地下水位 2002/11/01 --2006/10/26 

BV10-3 地下水位 2002/11/01 ~ 2006/10/27 

BV14-1 
地下水位 2002/11/01 ~ 2006/10/31 

ひずみ 2002/日/01~ 2006/10/31 

HMSB16-1 移動量 2005/10/01 ~ 2006/10/31 

N 
BV9 -3 

地下水位 1999/11/01 ~ 2006/10/31 

ひずみ 2002/11/01 ~ 2005/10/30 

BV17-1 
地下水位 2005/08/04 ~ 2006/10/27 

ひずみ 2005/08/04 ~ 2006/10/27 

日限SB16-4 移動量 2005/10/01 ~ 2006/10/31 
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地すべり関連データの観澱機器およびデータロガー

センサおよび観樹機器 I データロガー
移動量i孔内伸縮計SSD-510TSB(側共和鶴) IELS-700沼(坂田電鰍)
ひずみ|ひずみ計パイプVP40-FLK・10(鞠東京測器研究所)1NSR-2 (側測商技研)
地下水位i水位計KW20S3(鰯東京測器研究所) I 向 上

表3 観測機器およびデータロガー

地点 観測項目 センサおよび観測機器 データロガー

H5 気温・松対湿度 VH司G-5Z(GRANT社) SQ1000 (GRANT社)

下向き日射量 SOLAR 130 (HAENNI社) 向上

上向き日射量 同上 同上

風速 AC750 (側牧野応用澗器) 向上

純放射量 Q*7 (側PREDE) 向上

融雪水量 TQX-500 (鰯池田計器製作所) 向上

地温 CS-u司F5(GRANT社) 向上

積雪深 C嶋F202(鮒小笠原計器制作所) 向上

土壌水分 TRIME -MUX6 (IMKO社) FreeSlot-68KD (側M乙S)

AB 土壌水分 TRIME“MむX6(IMKO社) FreeSlot-68KD (~紛M乙S)

N l 土壌水分 TRIM耳慣MUX6(I却KO社) FreeSlot-68KD紛M.C.S)

行っている。気象要素の観測項目は，気温，相対湿度，下向き日射量，上向き日射最，風速，

純放射量，地温，および融雪水量(ライシメータ計測値)である。また， ABブロック， Nブ

ロック，および狂5地点では，土壌水分の観測を行った。表3に，気象要素の観測機器および

データロガーを示す。

111.八幡平地すべりの移動特性

1.八幡平地すべりデータの時系弼変化

JブロックおよびNブロックにおける，地中伸縮計変動量(以下，移動量と略記)の累積値，

地下水位，パイプひずみ計変動量(以下，ひずみ変動量と略記)の累積値，および地表供給水

量の時系列変化を国2よぴ図3に示す。ここで，地表供給水最は，熱収支法で推定した融雪水

とH5地点における降雨量の和と定義した。臨中の移動量，地下水位，およびひずみ変動量

は臼平均値，地表供給水量は日積葬値である。

地中伸縮計は，ボーリング孔を利用してすべりま百を貫通して泌定ワイヤを設置しすべり菌

位置での変位量を測定し地すべりの移動状況(移動時期，速度など)を判定を自的として設置

される。

図2および図3から明らかなように，八l播平地すべりでは， JブロックおよびNブロックと
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もに，融雪期に土砂移動が集中しており，夏季にはほとんど土砂移動が発生しなかった。また，

敵、雪期の土砂移動のタイプを， I融雪最盛期から末期にかけての急激なもの(以下，移動タイ

プAと略記)Jと「融君初期の縁慢なもの(以下，移動タイプBと略記)Jの2種類に大別する

ことができる。なお， Jブロックでは， 2月上旬の積雪期に， 1遊間で約 2mmの土砂移動が

観測された。この土砂移動における移動量は，移動タイプAの移動量に匹敵するが，ひずみ変

動量および地下水位の変動傾向から，移動タイプ引こ含めた。

移動タイプAは，融雪最盛期から融雪末期，およびH5:li!!，点の消雪後にかけて発生し，急、激

な土砂移動を伴う。移動タイプAの移動量は， Jブロックで5月17日から 5月30日の 2週間で

3.4mm， Nブロックで4月初日から 5月13日の 2週間で1.4mmであった。 Jブロックでは，土

砂移動のピークがNブロックと比較して，約10日遅れている。

移動タイフ。Aの発生に先立って，雨ブロックとも地下水{立の上昇.がみられた。この地下水位

上昇は，融雲水量の増加，つまり，地表供給水量の増加に伴ったと考えられる。次いで，ある

深度のひずみ変動量に変化が見られる。 Jブロックでは， 2006年4月下旬から 6月にかけて，

深度9mで、2200μ/月，深度14mで-110μ/丹のひずみ変動が観測された。また， Nブロック

でのひずみ変動量は，2006i!三S月に，深度7mで、490μ/月，深度11mで、490μ/月，深度13mで、

-470μ/月である。 Jブロックの深度9mで、は，ひずみ変動の累積額向が顕著であり，ひずみ

変動最も1000μ/月以上であるので準確定レベルの変動である (7))。また， Jブロックの深度

14mおよびNブロックの深度7mなどは，ひずみ変動の累積{如何がややあり，ひずみ変動最が

100μ/月以上であるので潜在変動レベルにある (7)0Nブロックにおいて，ひずみの正負が

逆転している深度11mとij程度13mの問の腐に，すべり閣があることが推測される (6)0Jブロッ

クおよびNブロックともに，ひずみ変動量がピークとなる前に土砂移動が発生した。

以上のように，移動タイプAでは，まず融雪水量の増加に超自する地表供給水量の増加があ

り，次いでひずみ変動量に変化があらわれたのち，土砂移動が発生した。地下水位がピークと

なってから土砂移動が発生するまでのタイムラグは， Jブロックで 88，Nブロックで 5EIで

あった。

移動タイプ町立，積雪崩および融雪初期の経慢な土砂移動であり，移動タイプAと比較して

移動量は小さい。移動タイプBは， Jブロックでは2006年2月上旬および4月に， Nブロックで

は2006年3月の融雪初期に発生している。移動タイフ百の移動量は， Jブロックで4月に1.6mm

/月， Nブロックで3月に1.0mm/月であった。また，移動タイプBでは，同ブロックにおいて，

ひずみ変動がほとんど観測されておらず，地下水位の上昇もみられなかった。

2.土砂移動が融雪期に醸られることについての考察

上述のように，八幡平地すべりにおける土砂移動は，大部分が融雪期に発生し，夏季にはほ

とんど発生しない。ここでは， AMeDAS岩手松尾における，記録的な豪雨の事例を取り上げ
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て，夏季の豪雨と土砂移動の関連性について考察する。

記録的な畿雨があった日を中心とした，前6臼と後14日の計21日開の，降水量，地下水位，

ひずみ変動量 (Nブロック:BV17-1干し)，および移動量の経時変化についてみた。中心とし

た日は， AMeDAS岩手松尾における日最大1時間i海水量が観測史上第1位 (55mm:補正後)

を記録した2006年8月23臼，および日降水量が観測史上第4位 (l72mm:補正後)を記録し

た20例年9月初日である。事例1は，短期的な降雨強度が高い例，事例2は，降雨頻度および

総降雨量が大きい例と考えることができる。 AMeDAS岩手松尾の観測期間は， 1976年4月か

ら現在に至るまでである。ここでは， 2006年8月23日を中心とした21日間を事例 1，2004年9

月30臼を中心とした21日間を事例2とする。なお，期間中の静水形態は，事例1および事例2

ともに，すべて雨と判断された。表4に，事例 1および事例2の，期開および期間内のH5地

点における総降水量を示す。事例lおよび事例2における，降水量，地下水柱，およびひずみ

変動畿の経時変化について，それぞ、れ間4および図5に示す。また， [頚4には， 2006年1月1

臼を起点とした移動量の累讃積も合わせて示す。

国4から明らかなように， 8月18日に約100mm，8月23日に約80mmの降雨量(地表供給水

があったが， Jブロック， Nブロックともに，移動量は全く観測されなかった。また，ひ

ずみ変動量についても，約30μ の変動が観測されたのみであり，移動タイプAに見られるよう

な変動は観測されなかった。 Jブロックの中部に位置しているBV14-1孔の地下水位(以下，

BV14-1 Wと略記)は， 8月18臼の降隅には反応、して上昇し，翌8月四日に事例 l期間内の

最高水位 (15.86GL-m)を示した。その後は，地下水位が低下し， 8月23日の降雨時には，上

昇せず低下傾向が続いた。 Nブロックの下部に泣置しているBV17-1孔の地下水位(以下，

BV17-1 W)についてもBV14-1 Wと開様に， 8月18日の降雨で地下水位が上昇し， 2日後

の8月20日に期間内の最高水枕 (6.91GL-m) となった。その後， 8月23日の降雨時には上昇

せず低下傾向が続いた。地下水位変動の縮は， BV14-1 Wの方がBV17-1 Wと比較して大き

かった。

関5には表示されない搬少な変動であるが， Nブロックにおいて，約20μのひずみ変動量が

観測されたが，事例 1と同様に移動タイプAが発生時に見られるような変動ではなかった。

BV14-1 Wは， 9月初日の降雨で著しく上昇し， 2日後に事例2期間内の最高水位(11.25

GL-m)を記録したのち，低下傾向がみられず約12Gしmで推移した。 Nブロックの下部に位置

しているBV9-3孔の地下水位(以下， BV9 -3Wと略記)は， 9月29日の降雨により著し

表4 事mlおよび事例2の期間および総降水重量

中心の日

2006/08/23 

2004/09/30 

期間

2006/08/17 --2006/09/06 

2004/09/24 --2004/10/14 

総降水量 (H5地点)

195mm 

321mm 
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く上昇し， 9月初日の約200mmの降雨によってさらに上昇した。 BV9-3 Wは， BV14-1 

Wおよび事例 1のBV17-1 Wと異なり 期間内の降水量が最大値を記録した日に，連延する

ことなく最高地下水位を記録した。また， BV9 -3Wは，地下水位の低下速度も他の孔と比

較して大きく，無降雨自には低下傾向に転じた。

事例 1のBV14-1 Wは，事例2のそれに比べて約4GL-m低い。これは， 2006年にJブロッ

ク内外で施工された水路工の効果によるもの (8)と考えられる。また，事例2のBV9-3 

Wは，事例 lで示した向ブロック内下部のBV17-1 Wと比較して，変動の揺が大きく，降雨

に対する反応、も敏感であることを示している。

以上， AMeDAS岩手松尾の記録的な豪雨時における，地下水位とひずみ変動量，および移

動量の関係について述べ，当地すべりでは，夏季の記録的な豪雨時ですら土砂移動が発生する

ことはほとんどなく，土砂移動の大部分は融雪期に発生することを示した。

商事例ともに，数十μのひずみ変動量は観測されたが，土砂移動の可能性を示すレベルの変

動は見られなかった。事例1より，降雨に対しでも地下水位の上昇は見られる。しかし，降雨

終了後には低下傾向となり，融雷最盛期に確認されるような高水位での地下水伎の維持は観察

されなかった。地下水位が速やかに低下するのは，地すべり防止対策として施工されている，

集水井工などの効泉が表れているものと考えられる。事例2のBV9-3 Wについても，事例

lと時様な傾向が見られた。つまり，当地すべりにおける土砂移動の誘因として，上記の事例

のような，短期的に供給される水量よりも，融雪最盛期の融雪水のような，連続して供給され

る水量が影響していると考えられる。

融雪最盛期と夏季では，連続した一定以上の水量が供給の有無や土壌の水分条件に違いがあ

る。そのため，夏季には，地下水位が高水位で維持されず，土砂移動も発生しないと考えられ

る。

3.基準地下水位の設定

上述したように，八幡平地すべりでは記銭的な豪雨に対しでも，土砂移動が発生しなかった。

そして，その理由として，あるレベル以上での地下水位の維持がないことが考えられた。そこ

で，土砂移動の発生に影響を与える基準となる地下水位について検討した。この地下水位を基

準地下水位(以下，基準水位と略記)とした。

基準水位は，関6に示したフローチャートにしたがい，以下の手)1闘で設定した。また，以下

の手蝦に述べられている超過地下水位(以下，超過水位と略記)は，ある臼の地下水位と基準

水位の悲と定義した。超過水位は，正の億のみを有効とし，負の債の場合は，超過水位=0と

した。基準水位と超過水位の概念図を，関7に示す。なお，閤7rやの単位期間は，ひとまとめ

にした臼数であり，本研究では5日とした。

Jブロックの基準水位の設定の手順は，①{反の基準水位がこ，ID 0の地下水位 (13.5GL-m)
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会代入する.@仮の基準水位ylこ.ID 1の地下水位

(13.6Gしm)を代入する，③披の基準水泣xおよび、y

それぞれの場合について，単位期間内の移動量の積

算憶と超過水位の積算値を比較し，両者の関係から

決定係数r2を算出する，④仮の基準水位xのとき

の決定係数r2[xJ.仮の基準水位yのときの決定係

数行[yJの大小を比較し，げが大きい方の基準水位

をがこ代入する，⑨mの数を l増やし，その地下水
位を仮の基準水位yに代入する，⑥ID20の地下水位

(15.5 GL叩)まで③から⑤の作業を繰り返す，⑦

@の繰り返し作業が終了したら，仮の基準水位xを

出力し，それを最終的な基準水位とする。

Nブロックでは，計算対象とする基準水位が，

5.8~6.5GL-m (ID 0 ~ 7)であることを除けば.J 

ブロックと向様の手順で最終的な基準水位を決定し

た。

ここで，関8および国9に.2006年4月29日から

5月23日の25日間における.Jブロックおよび、Nブ

ロックの地下水位と移動量の関係を示す。なお，国
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図6 基準水位設定のフローチャー卜
(Jブロック:BV14-1) 

中の破線、と破線の間がlつの単位期間を表しており，当期間中にはS偲の単位期間がある。

図8より.Jブロックでは，地下水位が高レベルで維持されている単位期間Aでは，土砂移

動が発生せず，単位期間Aに比べて地下水位が低下した単位期間Cで土砂移動が発生した。つ

まり.Jブロックでは，地下水位が上昇してから土砂移動が発生するまでに. 5日以上の遅れ

があることがわかる。一方，閣9より.Nブロックでは，地下水位の上昇がみられた単位期間

A. B.およびCで土砂移動が発生した。

ゃ一一単位期間一一一惨|φ一一単位期間

基準水位

地下水位

超過水位

陸7 基準水位および超過水位の概念図
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以上から，同じ八幡平地すべりでもブロック問で移動のタイミングが異なることがわかった。

ある単位期間Nの超過水位の額算値と間単位期間N

の移動設の積算値の比較(以下， N~N関係と略記)

そこで，上述の基準水位を設定手}Jli'i④で，

だけでなく，単位期間N十 1，単位期間

N~N-トN~N十 1 関係，および単位期間N+3の移動量の讃算値の比較(それぞれ，N+ 2， 

も行った。国8および図9では，単位期間Aの超過水2関係，

イ立の積葬イ直と単位期間A.B， C， 

以下問機に，単位期間8の超過水位の積算儲と単位期間B，C， D， 

をそれぞ、れ比較した。その結果， ]ブロックでは，すべての仮の基準水位でN~N十 2 関係の相

およびDの移動量の積算イ症をそれぞれ比較したことになる。

およびEの移動量の積算億

およびiN~N+ 3関係と略記)

Nブロックでは，すべての仮の基準水位で， N~N関係のとき

にr2が最大となった。以上より，最終的な基準水位は，]ブロックが15.lGL司m，

関が最も良女子であった。

Nブロックカf

6.2GL-mと設定した。ある仮の基準水位の讃算超過水位と額算移動量の比較結来の一例として，

Jブロックでは15.lGL倫mのときのもの， Nブロックでは6.2GL-mのものを図10および図11に示す。

また，伎の基準水位とがの関係も合わせて示す。

国12に， 2006年3月から 6月の，移動量と超過水位の関係を示す。関12から， ]ブロックで
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送機地下水位 (GL-m)移動級機繁敏(mm)

BV14-1孔における基準地下水位(単位期間5日)
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BV17-1孔における基準地下水位(単位期爵5日)図11

1Wで超過水伎の発生が5月中旬から移動タイプAが発生したが，それに先立ちBV14

この土砂移動の遅延は，地下水位のピークから土砂移動の発生が5日以上遅れる

は，

みられる。

5月上旬から中旬にかけて，超過水位発生かJブロックの特搬に起留する。 Nブロックでは，

らほぼ遅延することなく，移動タイプAが発生している。つまり，移動タイプAが発生すると

きには，超過水位が発生しているということができる。よって，超過水位の発生を予測するこ

とができれば，移動タイプAについても予測が可能になると考えられる。

Nブロックでは3上旬から中旬にかけて，移動タイプBがただし， Jブロックでは4丹上旬，

発生した傑には，超過水位が発生しておらず，超過水位の発生から移動タイプBについて説明

することはできない。

4.地下水位と地表供給水量の関係

融雲水量の予泌から地下水位上昇の予測を行い，地すべり移動の予測を行うためには、任意

の日あるいは単位期間内の積算地表供給水量と超過水位の関係を求める必要がある。任意の自

の地表供給水量の絶対量から 超過水位発生の可能性を予泌することは関難なことがわかった。

そこで、単位期間内の積算地表供給水量と超過水位の関係を検討した。国13に示したのは，単

位期防内の地表供給水量の積算値と超過水位の関係である。単位期間は6日とした。
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主義性期間内の穣算地表供給水髪と超過7.l<i立の関係間13

5日間の地表供給水

最の積算値がJブロックで、は140mm，Nブロックでは100mmを超えたときに，超過水位が発生

するということができる。

図13より，地表供給水量と超過水位に明瞭な関係がみられる。つまり，

回12に示したように，移動タイプAが発生したときには，超過水位の発生もみられた。つま

さり，単位期間内の地表供給水量を予測することができれば超過水位の発生予測につながり，

らに，移動タイプAの予測も可能になると考えられる。

5.融雪初期の緩'騒な移動について

八幡平地すべりでは，融雪最盛期から消雪後にかけて急上述したように，

イプA)がある。また，移動タイプAに比べて移動量は小さいものの，融雪初期にも約1.0mm

/月の緩やかな移動(移動タイフ百)がある。図14に， 2006年 l丹1臼から 3月31日の， Nブロッ

および地混の時系列H5地点における地表供給水量，クの移動量，地下水位 (BV17-1 W)， 
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厳冬期から融雷初期にかけての土砂移動関連データと地温の関係関14

変化を示す。

しい変動がみられず， 6.8 ~ 7.3GL-mで推移してい当期間では， BV17-1 W 臨14から，

る。地表供給水量が約30mm/dの2月26臼の翠日に地下水位上昇がみられ， 6.9GL-mとなって

BV17-1 Wの恭準水投6.2GL-mに逮しておらず，超過水位この地下水位は，しかし，いる。

が発生していないため，移動タイプ町立，地下水位の上昇とは関連の薄い土砂移動と考えられ

る。

留はより，緩やかな土砂移動を開始する 3月上旬に，地識が低下し約1.5tとなったまた，

ことがわかる。すべり間粘土が，低温では強度が低下し，高温では強度が増加することが報告

(8んつまり，移動タイプBは， fi岳地温に起因する土砂移動である可能性がある。

本研究では，すべり関に供給される水分は，すべて地表に由来すると仮定した。

されている

7マしかし，

部からすべり部に流入し関瞭水圧を上昇させる融雪水の存在が指摘されている (9んまた，

こうした地下水が，会層地下水位の上昇を融雪初期でも底部融雪は発生している。そのため，

伴わずに，すべり閣の間隙水在を上昇させ，移動タイプBが発生した可能性も考えられる。

6.時期別の土砂移動の誘国

および誘国など八幡平地すべりでは，融零初期と融雪最盛期では移動量，速度，これまで，

が異なることを述べた。当地すべりの 1年を通した移動特性をまとめると以下のようになる。

1 )蔽冬期から融雪初期にかけて

しか

し，地温が低い状態が続くため，地すべり粘土の強度も低下していると考えられる。そのため，

緩やかな土砂移動(移動タイプB)が発生する。

融雪が接んでなく，地表供給水量が少ないため，地下水位の著しい上昇がみられない。
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2)融雪最盛期から消雪後にかけて

融雪の加速や降水形態が隠となることによる，水分の地表への連続的な供給があるため，地

下水位は上昇し，高レベルで維持される。また，地j昆は約OGとなり，体積合水率も高い値で

推移する。これらに伴い，急激な土砂移動(移動タイプA)が発生する。

3 )夏季から秋季にかけて

融雪最盛期のような連続した水分の供給がなく，また，融雪期によヒベて地盤が乾燥している。

地植が上昇し，すべり面粘土の強度が増大する。そのため，記録的な豪雨でも土砂移動がほと

んど発生しない。

IV. まとめと今後の課題

岩手県主基調広域振興局所管の八機王子地すべりで観測された地下水位，パイプひずみ計変動量，

および移動量のデータを眉いて，当地すべりの移動特性について検討し， r移動量と地下水伎
の関係jおよび「地下水位と融雷水量の関係Jを解析した。

検討の結果，以下の知見が得られた。

1 )八幡平地すべりにおいて，土砂移動は融雪最~期から揖雪後にかけて発生し，夏季の記録

的な豪雨でも移動しなかった。

2)当地すべりでは，①地表供給水の増大，②地下水位の上昇，③ひずみ変動震の増大，④土

砂移動という流れがあった。

3 )当地すべりでは，融雪最盛期に発生する急激な土砂移動(移動タイプA) と融雪初期に発

生する緩やかな移動(移動タイプB)に大別できた。

4 )基準水位を設定し，夏季に土砂移動が発生しない理由を考察した結果，夏季には超過水位

が発生しないこと，また，器準水位以上での地下水位の維持がないためであると考えられた0

5)移動タイプAが発生するときは 趨進水位が発生していた。

6 )移動タイプAfこ対して，土砂移動発生の基準となる地下水位(基準水位)を設定した(Jブ

ロックで15.lGL倫m，Nブロックで6.2GL嶋m)。また，基準水位と地下水位の差を超過水位と

定義し，超過水位が発生する地表供給水量の閥儲(Jブロックで140mm/5d，Nブロックで

100mm/5d)が求められた。

7)移動タイプBの発生原因として，低地温により地すべり粘土の強度が抵下していた可能性

が考えられた。また，下部からすべり蔀に供給された水分により間隙水圧が上昇した可能性

も考えられた。

また，以下の課題が得られた。

1 )本研究で行った検討対象期間は2005110101~ 2006/10/31までの 1年間である。今後はさ
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らに検討対象期間を増やしていく必要がある。

2)本研究では，会!替地下水位のデータから，土砂移動の危険性を判断した。しかし，すべり

面下部から流入する水分は，地下水位変動には現れにくいため，間際水庄計を設置すること

が望ましい。

今後は，融雪水量の予測から地下水位上昇の予測を行い，さらに，土砂移動の予測につなげ

るべく、天気予報を用いた融雪水量の予測手法について検討し、土砂移動の予測に対しての有

効性を検討していく予定である。
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